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開会 午後１時 30分 

 

【総務部長挨拶】 

ご出席をいただきまして、ありがとうございます。 

本市におきましては、人口減少など環境が変化する中で、総合計画に

掲げております、まちの将来像の実現に向けて取り組んでいるところ

でございます。持続可能な行財政運営と健全化のため、建設後 30年以

上経過した公共施設が 50％を超えております本市におきましては、維

持管理費を抑制するため、施設の必要性についても検証していかなけ

ればならないと考えているところでございます。そのため、今後 10年

間の方向性を示すため、湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画

を策定しており、本日の委員会ではその改訂案を報告させていただき

ますので、忌憚のないご意見をいただきますよう、どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

【委員長選出】 

 

【委員長挨拶】 

本市の公共施設マネジメントは本当に重大な役割を担っており、こ

れからの市民サービス、財政基盤、そうしたものを健全に維持していく

ためにも大変重要な活動というふうに考えております。 

皆様方もご承知の通り庁舎の建替え問題等々、大きな問題がまだま

だあるのですけれども、本市の公共施設は本当に身近な施設から、大き

な施設までいろんなレベルのものがたくさんあります。 

これを何もかもすべて維持し、将来は建替えていくというのはもう、

こういう時代ありえないということになろうかと思います。 

人口減少や社会経済情勢の変化、そして市民の皆様方が必要とされ

ているようなサービス自体がどんどん変わってきているということも

ございます。 

コロナ禍ということもあって余計にそうですが、対面であった活動

がどんどんオンラインの中で進んでいく、そんな時代にもなってきま

した。 

しかし、一方では、活動の場所がなければ進まない活動、スポーツ、

文化活動、福祉の活動もあると思われます。いろんな場面でこうした施

設、整えていくべきものはしっかりと整えていくことが必要となるか
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と思われます。 

そのために、どういう取捨選択をしていくのか、どういう優先順位で

次の世代にも使えるようにしていくのかということを一緒に考えてい

くというのが、この委員会の役割かというふうに思っております。 

そのための大きな指針、公共施設等総合管理計画につきましてはす

でに策定をされ、その計画に基づき、個別の施設ごとに施設の管理計画

というのが策定され、適正に運営をされていこうとしております。 

ただ、その中でもいろいろとやりくりをしないといけないところと

いうのもたくさん出てきているというのが、庁舎問題ということで言

えば一番わかりやすいということになろうかと思います。 

この辺り含めまして、皆様方としっかりと議論をしながら、公共施設

が適正に維持管理され、市民サービス水準がさらに上がっていくよう

な施設管理を皆さんで考えて、実行していければと思っております。 

限られた時間での議論になろうかとは思いますけれども、これから

の湖南市の公共サービスを支えていくようなそういう施設のあり方を

ご一緒につくっていければと思っております。 

よろしくお願いいたします。 

 

【委員自己紹介】 

【事務局自己紹介】 

【会議の成立についての報告】 

【会議の公開、会議内容の公表についての確認】 

 

 議題１）湖南市公共施設等総合管理計画の進捗状況について  

【資料１、２に基づき説明】 

 

それではただいまご説明をいただきました内容について、何かご質

問ございますでしょうか。 

 

 延床面積の削減についてはわかりましたが、事業手法の適正化によ

るコスト状況の進捗具合についてご説明をお願いいたします。 

 

事業手法の削減について、いくら削減しているというのは現状把握

できていない状況です。委員ご指摘の通り、その部分についても、把握

をしなければならない部分ではございますので、次回以降そういった

数字を掴んでいきたいというふうに考えているところでございます。 
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面積は非常にわかりやすいのですが、費用といいますと、細かく掴ん

でいこうと思うとなかなか大変なのだろうと理解します。しかし、計画

が長期ですので、節目節目で把握していただくようお願いします。 

 

先ほど言った運営コストについて、結局、計画通りにいってないとい

うことでしょうか。 

 

この計画を作った時には、コストシミュレーションを行い、計画をし

ていますが、進捗管理を行う上で、コストの部分については把握できて

いなかったということでございます。面積だけでなく、コストの部分に

ついても把握しお示しできるよう努めてまいりますのでよろしくお願

いします。 

 

譲渡をした施設について、保育園等は老朽化していたが、改築はして

いるのでしょうか。 

 

民営化するメリットとして財政措置を受けることが可能となる部分

があります。それにより、民間園は順次改築を行っておられます。 

 

他にご意見ありますでしょうか。 

それでは総合管理計画全体の進捗状況につきましては、まずまず着

実に進んでいるということでご理解をいただければと思っておりま

す。この件につきましては以上にさせていただきまして、次の議題に進

めさせていただきたいと思います。 

 

議題２）湖南市版小規模多機能自治推進基本構想(骨子案)について 

 

2 番目の議題は湖南市版小規模多機能自治推進基本構想骨子案が策

定されているということでございます。 

これにつきまして、新しい地域自治の仕組み、地域での活動を支えて

いくということになりますと、必ず施設というのも、いろいろと役割を

果たさなければならないということもございます。この辺りもありま

すので、湖南市版の小規模多機能自治についての今後の方針等につい

て説明いただき、議論をしていきたいというふうに思っておりますの

でよろしくお願いします。 
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それでは、ご説明よろしくお願いいたします。 

 

【事務局説明】 

【担当課説明】 

 

ただいま小規模多機能自治を湖南市でこれから進めていこうという

ことでご説明をいただきました。 

併せて、この小規模多機能自治の中心的な機能を担います施設とし

てコミュニティーセンターをそれぞれ設置して、それを活用していく

ということになります。また、既存の施設もありますし、何がしか増改

築等工事をしなければならないものもあるようです。 

この辺りを含めまして、各委員からご質問、ご意見いただいていけれ

ばと思います。 

 

この資料を何度か読ませていただいたんですけれどもなかなか難し

い、理解しにくいなというのは率直な感想です。 

行政の担う役割が限界なので、その役割を地域まちづくり協議会や

区自治会、民間事業者等の地域に割り振っていくということでよろし

いですか。 

 

割り振っていくというよりも、地域は地域まちづくり協議会という

のが、地域運営組織として、設置をしていただいておりますが、地域課

題は自助共助、公助の役割分担という意味で、それぞれ地域ができるこ

とを地域でお願いしていく、自分でできることは自分でお願いしてい

くというような中で、地域まちづくり協議会は、区自治会が基幹組織で

ございますが、今の委員おっしゃられた、事業者、そこの地域に存在す

る事業者も、その地域運営組織の一員になっていただく役割というふ

うにイメージしておりますので、そのあたりの連携が今後必要になっ

てくるということで、まだまだこれは議論されて、その組織体制を構築

される中で進めていく方向性ということでございます。 

 

誰が何をするかはこれから考えていくということでよろしいでしょ

うか。 

 

行政が行政サービスとして持ってるものとか機能について連携して

いくものとか、連携できるものの整理を行う議論はこれからになりま
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すが、地域の中でもすでに、主体的な取り組みとして、地域福祉の一部

をコミュニティープランというのを、それぞれ地域で作っていただい

て、進めていただいてる部分もありますので、そことの連携の仕方を、

これからさらに煮詰めていくということになります。 

 

それをこの委員会で諮るということは、もともと維持できない施設

を効率化しながら、縮減していくという前提がある中で、何をするのか

決めないと適切な規模が決められませんし、極力、必要最小限にしてい

く必要があるというふうに思います。 

 

委員おっしゃっていただいた通りでございまして、令和 5 年度に集

約化分散化いう中で、まず一旦整理を行って、必要なものに対して、必

要な施設というところがこれからの検討ということになります。あり

がとうございます。 

 

地域の役割のウェイトが大きくなってくる気がします。従来、地域の

代表としてまちづくり協議会がその中心役を担ってきました。今回の

構想によると、行政の延長上にまちづくり協議会が位置付けされてい

るように思われますので、まちづくり協議会がうまく動かなければ、こ

の行政の計画も上手くいかないのではないかと思います。 

そこで問題と思われるのは、まちづくり協議会っていうのはあくま

でボランティアの集合体です。行政はあくまで仕事として持ってる方

の集合体ですので、そこのギャップっていうのをどうやって埋めてい

くのでしょうか。 

 

本来の地域運営組織というのが、まちづくり協議会の設置ガイドラ

インにも書いておりますが、今は委員おっしゃったように、区自治会の

延長線上の組織、小学校単位での組織の位置付けでございますけども、

本来そこが目指すところって、地域の事業者も、そこに参画をしなが

ら、課題解決を一緒になって図っていこうというところであります。 

ただ、そこまで進んでないということも重々承知をしながら、この構

想は方向性を示すものということでありますので、こういった事業者

の参画、地域事業者の参画も、今後は進める中でやっていけることを考

えていこうということでございます。 

ですから、今現在でできるところというのは、ここまでしかできない

というようなことがあるかもわかりませんが、方向性としては、そうい
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った方向で、行政も地域も一緒になって考えていっていただきたいと

いうものでございます。 

 

こういう四つの中学校区に大きく、機能を分散するということです

けれど、行政サービスという部分と、小規模多機能自治のまちづくり協

議会とか自治会とか、機能の棲み分けがわかりづらい気がします。 

具体的には、どういった行政のサービスを四つのとこに分散させて

いるのかとか、どういう機能が大体四つ存在するようになるのかとか

いう、イメージがしづらいのですがそのあたりいかがでしょうか。 

 

委員がおっしゃられたイメージが難しいという部分は、小規模多機

能自治いうのは、行政と地域が一緒になって、その地域を進めていこう

ということです。本来、行政の機能は集約化して効率化する方が一番い

いに決まってます。でも、地域と連携していくような分野については、

そこで仕事をさせていただく方が、より地域がやってはる事と連携が

しやすいという部分で、分散化を考えていくということで、どれだけ効

率よく、その仕事を進めるかによって、その分散化の内容って決まって

きますし、地域は今ここまでしかできないよという部分があれば、連携

の可能性も変わっていくと思いますが、たちまちは今の現状に合わせ

たような形でやっていく方向で考えています。 

だから、おっしゃっていただいた内容は全然決まってないのですけ

ど、すでに先行して四つの中学校区割りで、地域福祉的なことについて

は、まちづくり協議会とか区単位でできることを今もやっていただい

てます。そこと連携をしたほうがいい部分、行政機能はやっぱりそこに

ある方がいいところについては、当然あるかと思われますし、個別の議

論はあくまでその地域との議論の中でもう決まって参りますし、行政

はそれと、そのための準備として、可能性があるものをまず整理をして

いくというものでございます。 

 

具体的に例えば一つの中学校区に福祉関係の市の職員さんが、張り

付くというようなそういうこともあり得るということですか。 

 

今の仕組みでは、地域の法人さんが一部委託で受けていただいてま

す。その委託で受けていただいてる地域の法人さんが、その拠点センタ

ーによって、フォローアップしていくとか、相談業務に応じるとか、場

合によっては、職員も必要な機能の担当職員もあそこに配置がされる



 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

かもわかりません。 

 

この構想を聞いたときに、まだ湖南市は旧石部町、旧甲西町がまとま

ってないのに、今度は村に分けるのかというように感じました。 

地域運営組織についてですが、今までは自治会とまちづくり協議会

の役割分担っていうのが明確になってなかった。それで、昨年度から自

治会とまちづくり協議会が協議できる場を持って、一緒になって活動

できるようになりまして、コミュニティープランを作ったんですが、ま

ちづくり協議会はボランティアですので自分たちができる範囲でのコ

ミュニティプランを作ってます。だから、行政がこれをやりなさい、あ

れをやりなさいって言ってもそれは非常に困る部分もありますし、先

ほど言ったように行政がそこの地区に常駐してというのであればどう

ぞというところだと思います。 

ただ、以前は各地域に行政の人がいたのを引き上げたのに、また四つ

の校区に行政の人を配置したら元の木阿弥ですので、今の時代はパソ

コンやインターネットでつなげられますし、そういう拠点の必要性っ

ていうのはよく考えてもらわないといけないというふうに思います。 

特に、この公共施設マネジメントは新しいものをまた作っていくと

なったら、また逆行するところもあるのでやり方については十分配慮

しながらやったほうがいいと思います。 

 

よほど覚悟を決めて行政もしっかり議論をする。地域の方も議論を

する。一足飛びに結論ではなくて、納得してできるところをしっかりと

固めながら進めていく。多分そういうことになるのだろうというふう

に思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

まちづくり協議会の必要性と小規模多機能自治の趣旨が重複してい

るような気がしますが、今あるまちづくり協議会の機能を拡充する方

向じゃなくて、なぜ小規模多機能自治の構想が必要なのでしょうか。 

 

まちづくり協議会は現在小学校区単位で七つ設立をいただいてお

り、東庁舎にいる職員がサポートをしてるというような形なんですけ

ども、それを七つの地域に、その職員が行ってサポートするというより

も、中学校区単位ぐらいで生活圏という考え方の中に、1人が 2つのま

ちづくり協議会さんをサポートしていくようなイメージで今後サポー

トをしていくというのが、その仕組みです。 
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ですから、小規模多機能自治は、行政と地域が一緒になって進めてい

く仕組みなので、地域はそれぞれ七つの小学校区単位でまち協が設立

されていますが、その地域において、行政が仕事をしながら、地域がや

ってくれてることと、連携が必要であれば、行政が、それぞれの中学校

区で 2 つのまちづくり協議会をサポートしながら、一緒になって地域

で進めてもらうこと、地域が進めてもらってることのサポートと、行政

がその地域において、進めた方が効率がいいことを分散化して進めて

いこうということなんです。ちょっとその辺も、小規模多機能自治の考

え方は昔からあったんですけど、それを再配置するというか、そういう

イメージでもう一度サポート体制を構築していくというようなところ

にも繋がってきます。 

その辺のサポートが今まで不十分やったかもわかりませんし、地域

で進めていただく地域の体制が、まだまだ成熟してなかったところも

あるのかもわかりませんし、そこはもう一緒になって、こういう構想の

もとに地域づくりを進めていこうというようなものでありますので、

そういったところでよろしくお願いします。 

 

まちづくり協議会とか自治会とかを入れると下につくイメージにな

るからややこしい。もう 4 つの地域で行政がやっていきますというと

ころでそれに対して、まちづくり協議会とか自治会なんか必要なこと

があったら手伝ってねというような言い方でないといけないのかなと

思います。このままだと各まちづくり協議会で完全にまとまってない

ところもある中でまた二つを一緒にしなさいとかそういうふうにイメ

ージしちゃうので、そうじゃなくて、その地域として、市が必要とする

サービスを地域に提供するというところを、ちょっと明確にしてもら

わないとみんな混乱すると思います。 

 

我々のとこもそうですけども、自治会の加入率が低いという課題が

あります。自治会ならいろいろ情報は、いくらでも自治会を通してでき

ますけどもそれ以外の方が、こういう組織の中、どうなるのかっていう

疑問があります。 

 

 現状ではカバーできない部分ではないかと思います。 

 

非常に重要な点かと思われます。 

それぞれのまちづくり協議会、それから自治会が現にあって、活動し
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ており、そこに小規模多機能自治というのが、より大きな区域の単位で

入ってくる。それと既存の団体との関係や活動の相互の関わり方、それ

に行政がどういうふうに、資源を再配分していくのかという議論も含

めて次年度以降考えていくということになるというふうに思っていま

す。 

ただ、そのときにどうしてもいくつかの拠点的な施設というのが必

要になってくるということもありまして、全体として、私ども公共施設

の管理を考えていくマネジメント委員会としては、当然、将来にわたっ

ては削減をしつつ、サービスを維持する観点で議論をしてきたところ

でありますけれども、そんな方針に沿った地域施設の再配置というこ

とができるかどうかということを考えなければならないということだ

ろうというふうに思っております。 

そこで、今後の地域自治の仕組みが少しずつ具体的に形を現してく

る中で、私どもも一緒に議論をさせていただくということになろうか

と思っておりますのでよろしくお願いしたいと思います。 

 

今までの経験から、なかなか住民の方に理解してもらうことは難し

いので、まちづくり協議会と小規模多機能自治とのすみわけを明確に

してほしいと思います。 

 

区・自治会の担い手不足、ボランティア団体や老人クラブなどの会員

数が減っている中で、区の自治会活動とか、まちづくり協議会の活動を

続けていくっていうのは、本当に困難な状況にあるっていうようなこ

とを聞きました。今後、新しい構想を進めていかれる中で、まちづくり

協議会、それから区自治会の状況も見ていただきながら、構想を進めて

いっていただけたらなと思います。 

 

現実に、多くの場面で、地域の皆さまがたの活動力というのが、どう

しても今、下がってきているというそういう状況もあります。 

この辺りも踏まえて、どういう地域の力を再生させ、そして活動して

いただけるのか。このあたりの工夫がなければ、地域自治もないという

ことになろうかと思いますので、この構想の中でも踏まえてご議論を

いただければというふうに思います。 

 

その他いかがでしょうか。 

それではひととおりご意見いただいたということで、以上のご議論
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を踏まえまして、今後、この構想の中で四つの小規模多機能自治センタ

ーを私どもがやはり考えなければなりません。施設のあり方、この辺り

について、次年度計画段階からしっかり議論ができればというふうに

思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

 

湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画の改訂について 

 

それでは、議題第 3 号について、事務局の方からご説明よろしくお

願いいたします。 

 

【事務局説明】 

 

ただいまご説明いただきましたが、個別施設計画について、先ほどの

小規模多機能自治、或いはこれからのコミュニティセンターのあり方、

それらを踏まえて方針の変更というのがいくつか出てきております。

また、それぞれの施設の利用の特性ということも踏まえて幾つか大き

な変更もあるということでご説明をいただきました。 

ご意見をいただいていければと思います。 

 

保育園、こども園、学童保育所、それから小中学校の施設整備です

が、そういったものを進めていくためには、10年後 20年後の児童数の

減少ということも考えて、将来的には大人または高齢者が利用できる

ような施設整備をしていただきたいと考えています。 

また、ご提案いただいていますように、複合化の検討を進めていただ

ければと思います。三、四十年前に、多くの施設が建設され、その時代

に必要だった施設が現在は変わってきていると思います。そういった

社会情勢の変化に対応し、市民の希望も踏まえながら、施設整備を進め

ていっていただけたらと思います。 

湖南市は甲賀市とかに比べまして、コンパクトな市なので、複数ある

施設、大規模な文化ホールとか、大規模なスポーツ施設は今、計画にあ

りますように、統廃合の方向で進めていっていただけたらいいなと思

います。 

それから社会福祉センター、共同福祉施設もバリアフリー化が必要

です。東庁舎の整備計画との関連もあって、なかなか進んではいません

けれども、できるだけ早く社会福祉センター、共同福祉施設も合わせた

複合施設の整備をしていただければありがたいと思います。 



 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

本日の会議の冒頭でもありますように総合管理計画の部分の中で

は、将来にわたりまして延床面積を減らす、またコストを抑えていくと

いうことが大きな目的となっておりますので、やはり建物については

複合化していく方向で考えております。 

また、先ほどの小中学校のお話もございましたように、少子化に合わ

せて、今の施設を残していくのかということも今後検討していかなけ

ればなりませんし、コスト意識を持ちながら本当に必要な施設につい

てお金をかけていくということで考えていかなければならないと感じ

ています。 

また、今回の小規模多機能自治の中でも、一部転用というような形で

継続利用の施設も出てきてはおりますが、本当にこの施設を維持して

いくのかというのはさらに検討していく予定であります。 

 

今回の改訂で変更となっている部分は赤い部分のみということでよ

ろしいでしょうか。これは、小規模多機能自治に関連したものなのでし

ょうか。 

 

小規模多機能という記述があるまちづくりセンター等については、

小規模多機能自治に関連したものですが、それ以外のものもございま

す。変更は新旧対照表にまとめておりますが、改訂があったものだけを

拾い上げさしていただいてるので、他の文化ホールとか、図書館とかに

ついては計画通り変わっておりません。 

 

費用がかなり倍になったりとか、かなり違う数字に変わってるのは、

これは計画が詳細化されたから、明確になったというそういう理解で

いいのでしょうか。 

 

ご質問いただいた通りでして、計画を立てた時は、やはり概算という

ような形で上げさしていただいたのですが、現状で把握している詳細

な費用がある場合には、更新の方をさせていただいております。 

 

他にご質問ありますでしょうか。 

それでは特にご質問がないようであれば、この個別施設計画の件に

つきましては以上にしたいと思います。 

特に今回は各委員から、まちづくりセンターあるいはコミュニティ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センターのあり方ということについてご質問をいただきました。 

本当に地域にとって真に必要な施設、それが適切に維持管理できる

ようなものになっていくのか。本当に市民の方々が必要とするような、

利用が実際にされるようなそういう施設になっていくのかというよう

な声もあったように思います。 

そうした観点からもマネジメント委員会としては、厳しく監視の目

を光らせていきたいというふうに思っておりますし、安易に計画を変

えるなということは申し上げておきたいというふうに思っておりま

す。 

また、小規模多機能自治、それに関連する地域まちづくりのあり方、

市として覚悟を持って進めていただかないと、中途半端に進めるだけ

では結局経費だけがかかって実際に効果が出ない。そういう結果にな

りそうな恐れもありますので、そこはしっかり検討いただければとい

うふうに思っております。 

また、今回の計画改定で前回から議論になっておりましたけれども

石部南の件など、状況の変化で致し方ないところもありますが、今後の

施設の利用の仕方、児童館のあり方であるとかまちづくりセンターの

あり方と直接関わって参りますので、このあたりも近隣の施設と合わ

せて、統廃合、複合化あるいは場合によっては施設の除却といったよう

なこともしっかり考えていかないといけないケースも多いのではない

かというふうに思っております。この辺りも次年度から計画を進めて

いかれる中で地域の皆さん方、そして実際に使ってくださる方々と議

論しながら説明をいただければと思います。 

じゅらくの里は指定管理ですので、なかなか民間譲渡ということに

ならないのですが、一方で指定管理にしないと誰も引き受けてくれな

いっていうような施設でしかないということが、これではっきりして

きたわけであります。 

本当に責任を持ってこの施設を維持することができるかどうかとい

うのは、湖南市の姿勢が問われているということでございます。 

本当にそういう覚悟を持ってやるのであれば、それはそれでやりよ

うがあるのかもしれませんが、中途半端に続けると、本当に出血が止ま

らないというそういう事態も想定されるということは申し上げておか

なければならないかと思います。 

この辺りは民間の能力というのも上手に活用しながら進めていただ

ければいいかと思っておりますが、先々のことを、この個別施設管理計

画の中でもう一度しっかり考えていただく必要があるのではないかと
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いうふうに思っておりますのでよろしくお願いをいたします。 

それでは、本日予定をしておりました三つの議題につきましては、以

上にさせていただきます。新しい委員を迎えたところではありますが、

これまでの課題を踏まえて各委員から、大変熱心にご意見ご質問をい

ただきました。 

本日のご意見を踏まえまして事務局、そして湖南市におかれまして

は、今後の公共施設管理、しっかりと進めいただければというふうに思

っております。 

 

委員長また委員の皆様におかれましては、本日は熱心にご意見いた

だきまして、誠にありがとうございました。 

事務局といたしましても本日いただきましたご意見等につきまして

は、きちんとした形で反映させ、目標に向かって進めていきたいという

ふうに考えておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

これをもちまして第 2 回湖南市公共施設等マネジメント推進委員会

を閉会させていただきます。 

本日は誠にありがとうございました。 

 

終了 

閉会 １５：３０ 

 


